
事務事業評価表【改革版】

事業名：

政  策

取 組 の
基本方針

戦　略

具体的施策

開始年度

事業費の推移

事業内容（主なもの） 費用内訳（主なもの）

事 業 費 (A) 千円

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

終了年度 補助金

正職員人件費 (B)

総 事 業 費 (A+B)

千円

千円

区分1 区分2

指標名 単位

手段（事務事業の内容、やり方）

指標名 単位

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

指標名 単位

単位

改善方向性選択理由（維持以外は記載）

実績見込み

実績見込み

令和 8年度 【    6411】

地域子育て支援拠点事業 子ども育成課参事（子育て支援センター）

６ 子育て・教育 １ 子どもが主役のまちをつくる

（１）子育て環境の充実 （１）地域子育て支援の充実

― ― 継続 補助

小学生以下の児童とその保護者

 5年度実績  6年度実績  7年度予算  8年度予算

対象指標１ 小学生以下の児童数 人 0 10,406 10,406 10,267

対象指標２

市内に８カ所設置している子育て支援センター（すくすく、ぽこあぽこ、ぽろっこ、もりのこ、ゆうあい、わかば、ど
んぐり、まんまカフェ）において、次の子育て支援事業を実施する。
・子育て親子の交流の場の提供と交流の促進
・子育て等に関する相談、援助の実施
・地域の子育て関連情報の提供
・子育ておよび子育て支援に関する講習会等の実施（月１回以上）

 7年度 5年度実績  6年度実績  8年度予算

活動指標１ 開設日数（一か所あたりの平均） 日 0 246 246 247

活動指標２ 事業（講習会等）実施数 回 0 217 300 300

親子が交流できる場の提供及び子育て情報、子育て相談、子育てに関する講習会の実施等により、子育て家庭の交流促
進や育児負担感の軽減を図るとともに、子どもの健やかな育ちを支援し、安心して子育てができる環境を整備する。

 7年度 5年度実績  6年度実績  8年度予算

成果指標１ 年間延べ利用者数 人 0 132,937 129,000 132,000

成果指標２ 事業参加組数 組 0 2,569 1,900 1,900

 5年度実績  6年度実績  7年度予算  8年度予算

0 85,623 89,277 93,054

0 37,706 38,730 34,084

0 123,329 128,007 127,138

市内子育て支援センター（８か所）の運営 子育て支援センターすくすく運営経費　8,000千円
子育てひろばぽこあぽこ運営経費　　　38,410千円
子育て支援センターぽろっこ運営費　　5,910千円
民間子育て支援センター委託費　　　　40,734千円 8年度

 8年度への改善方向性(2月時点)

維持

戦略1-1



事務事業評価表【改革版】

事業名：

政  策

取 組 の
基本方針

戦　略

具体的施策

開始年度

事業費の推移

事業内容（主なもの） 費用内訳（主なもの）

事 業 費 (A) 千円

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

終了年度 補助金

正職員人件費 (B)

総 事 業 費 (A+B)

千円

千円

区分1 区分2

指標名 単位

手段（事務事業の内容、やり方）

指標名 単位

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

指標名 単位

単位

改善方向性選択理由（維持以外は記載）

実績見込み

実績見込み

令和 8年度 【    6519】

保育人材等確保対策事業 子ども育成課　給付係

６ 子育て・教育 １ 子どもが主役のまちをつくる

（１）子育て環境の充実 （２）就学前児童への支援

平成26年度 ― 継続 補助 事業補助

保育が必要な児童

 5年度実績  6年度実績  7年度予算  8年度予算

対象指標１ 保育を必要とする児童 人 2,193 2,323 2,409 2,424

対象指標２

保育の提供体制の確保と保育の質を維持・向上するため、保育従事者の養成、保育従事者確保のための補助事業等を行
う。

 7年度 5年度実績  6年度実績  8年度予算

活動指標１ 保育施設の利用定員数 人 2,211 2,223 2,291 2,394

活動指標２ 補助制度の支援を受ける保育士等の数 人 68 65 64 84

保育人材等を確保することで、待機児童が解消されるとともに、保育の質が維持・向上し、保護者が働きながら安心し
て子育てできる環境づくりが図られる。

 7年度 5年度実績  6年度実績  8年度予算

成果指標１ 待機児童数（国基準） 人 0 9 5 0

成果指標２ 補助制度の活用により人材確保に努める施設数（令和７年度から） 施設 0 0 30 30

 5年度実績  6年度実績  7年度予算  8年度予算

16,381 18,102 27,064 32,784

4,831 5,002 5,138 6,312

21,212 23,104 32,202 39,096

子育て支援員の養成、保育従事者確保のための各種事
業を行う。

・子育て支援員研修実施経費　　　　 983千円
・奨学金返還支援事業　　　　　　 3,664千円
・宿舎借上支援事業　　　　　　　18,018千円
・就労奨励金事業　　　　　　　　 4,125千円
・学生アルバイト雇用支援事業　　 3,780千円
・保育公開の実施に係る経費　　　　 154千円
・研修費補助　　　　　　　　　　 1,760千円
・保育人材確保対策事業周知経費等　 300千円

 8年度

 8年度への改善方向性(2月時点)

保育人材の更なる確保のため、従来の奨学金返還支援事業等の取組に加え、新たに以下の取組を実
施
・就労奨励金事業
・学生アルバイト雇用支援事業
・保育公開の実施

見直し

戦略1-2



事務事業評価表【改革版】

事業名：

政  策

取 組 の
基本方針

戦　略

具体的施策

開始年度

事業費の推移

事業内容（主なもの） 費用内訳（主なもの）

事 業 費 (A) 千円

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

終了年度 補助金

正職員人件費 (B)

総 事 業 費 (A+B)

千円

千円

区分1 区分2

指標名 単位

手段（事務事業の内容、やり方）

指標名 単位

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

指標名 単位

単位

改善方向性選択理由（維持以外は記載）

実績見込み

実績見込み

令和 8年度 【     159】

児童館地域交流推進事業 子育て支援課　子育て支援係

６ 子育て・教育 １ 子どもが主役のまちをつくる

（１）子育て環境の充実 （３）学齢児童への支援

昭和46年度 ― 継続 補助

市内小中学生及び高校生

 5年度実績  6年度実績  7年度予算  8年度予算

対象指標１ 市内小中学生及び高校生の数（5月1日） 人 12,936 12,995 12,995 12,961

対象指標２

地域の大人との指導・交流を通して、遊び、行事、イベントなどの活動を実施する。

 7年度 5年度実績  6年度実績  8年度予算

活動指標１ 年間開館日数 日 293 293 292 293

活動指標２ 延べイベントメニュー数 件 234 253 243 246

児童の協調性、自主性、可能性を引き出すことで、放課後における児童の健全育成が図られる。

 7年度 5年度実績  6年度実績  8年度予算

成果指標１ 延べ利用人数 人 26,371 34,808 32,064 38,756

成果指標２

 5年度実績  6年度実績  7年度予算  8年度予算

63,009 77,243 84,457 90,788

5,946 5,387 6,323 6,733

68,955 82,630 90,780 97,521

児童センター　（市内７か所）の開設
開設日　　　　月曜日から土曜日まで（祝日を除く）
開設時間　　　午前９時から午後５時まで
　　　　　　　（土曜日及び学校休業日）
　　　　　　　午前１１時から午後５時まで
　　　　　　　（土曜日及び学校休業日以外の日）

会計年度任用職員報酬・諸手当等　71,967千円
燃料費　　　　　　　　　　　　　 1,049千円
光熱水費　　　　　　　　　　　　 2,427千円
修繕費　　　　　　　　　　　　　 　523千円
委託料　　　　　　　　　　　　　 7,535千円

 8年度

 8年度への改善方向性(2月時点)

維持

戦略1-3



事務事業評価表【改革版】

事業名：

政  策

取 組 の
基本方針

戦　略

具体的施策

開始年度

事業費の推移

事業内容（主なもの） 費用内訳（主なもの）

事 業 費 (A) 千円

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

終了年度 補助金

正職員人件費 (B)

総 事 業 費 (A+B)

千円

千円

区分1 区分2

指標名 単位

手段（事務事業の内容、やり方）

指標名 単位

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

指標名 単位

単位

改善方向性選択理由（維持以外は記載）

実績見込み

実績見込み

令和 8年度 【     160】

放課後児童クラブ運営費補助金 子育て支援課　子育て支援係

６ 子育て・教育 １ 子どもが主役のまちをつくる

（１）子育て環境の充実 （３）学齢児童への支援

昭和58年度 ― 継続 補助 事業補助

民間放課後児童クラブ

 5年度実績  6年度実績  7年度予算  8年度予算

対象指標１ 民間放課後児童クラブの数 か所 22 24 26 28

対象指標２

・放課後に親子共々安心できる「毎日の生活の場」を提供するために設置運営される民間放課後児童クラブに
　対し運営費を補助する。
・「江別市民間放課後児童クラブ運営費補助金交付要綱」に基づき、利用児童数、開設日数、開設時間等に応じ、
　補助する。

 7年度 5年度実績  6年度実績  8年度予算

活動指標１ 補助金額 千円 169,607 216,419 255,853 350,958

活動指標２

民間開設の放課後児童クラブが安定した経営を維持することで、留守家庭児童の放課後の生活の場を確保し、健全育成
を図る。

 7年度 5年度実績  6年度実績  8年度予算

成果指標１ 民間放課後児童クラブ登録児童数 人 913 997 1,018 1,122

成果指標２

 5年度実績  6年度実績  7年度予算  8年度予算

169,607 216,419 360,514 354,958

5,946 6,156 7,114 7,574

175,553 222,575 367,628 362,532

民間開設団体に対する運営費及び施設整備補助金等 運営委補助金　　　　350,958千円　
施設整備等補助金　　　4,000千円

 8年度

 8年度への改善方向性(2月時点)

学校の臨時休校時に臨時的に開設した場合、必要な運営費を補助することとする。

見直し

戦略1-4



事務事業評価表【改革版】

事業名：

政  策

取 組 の
基本方針

戦　略

具体的施策

開始年度

事業費の推移

事業内容（主なもの） 費用内訳（主なもの）

事 業 費 (A) 千円

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

終了年度 補助金

正職員人件費 (B)

総 事 業 費 (A+B)

千円

千円

区分1 区分2

指標名 単位

手段（事務事業の内容、やり方）

指標名 単位

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

指標名 単位

単位

改善方向性選択理由（維持以外は記載）

実績見込み

実績見込み

令和 8年度 【     161】

放課後児童クラブ運営事業 子育て支援課　子育て支援係

６ 子育て・教育 １ 子どもが主役のまちをつくる

（１）子育て環境の充実 （３）学齢児童への支援

平成29年度 ― 継続 補助

公設民営で設置している放課後児童クラブがある小学校の児童

 5年度実績  6年度実績  7年度予算  8年度予算

対象指標１ 公設民営の放課後児童クラブがある小学校の児童数（5月1日） 人 433 437 437 441

対象指標２

放課後に親子共々安心できる「毎日の生活の場」を提供するため、放課後児童クラブを公設民営で設置する。

 7年度 5年度実績  6年度実績  8年度予算

活動指標１ 開設日数 日 293 293 292 291

活動指標２

留守家庭児童の放課後の生活の場を確保し、健全育成を図る。

 7年度 5年度実績  6年度実績  8年度予算

成果指標１ 公設民営放課後児童クラブ登録児童数（５月１日） 人 64 63 64 64

成果指標２

 5年度実績  6年度実績  7年度予算  8年度予算

16,725 16,957 22,540 24,398

2,230 1,539 1,581 1,683

18,955 18,496 24,121 26,081

公設民営で設置している放課後児童クラブの運営 運営委託に係る委託料　　23,535千円
光熱水費　　　　　　　　   309千円

 8年度

 8年度への改善方向性(2月時点)

維持

戦略1-5



事務事業評価表【改革版】

事業名：

政  策

取 組 の
基本方針

戦　略

具体的施策

開始年度

事業費の推移

事業内容（主なもの） 費用内訳（主なもの）

事 業 費 (A) 千円

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

終了年度 補助金

正職員人件費 (B)

総 事 業 費 (A+B)

千円

千円

区分1 区分2

指標名 単位

手段（事務事業の内容、やり方）

指標名 単位

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

指標名 単位

単位

改善方向性選択理由（維持以外は記載）

実績見込み

実績見込み

令和 8年度 【    7125】

子どもの居場所づくり支援事業 子育て支援課　子育て支援係

６ 子育て・教育 １ 子どもが主役のまちをつくる

（１）子育て環境の充実 （３）学齢児童への支援

令和 7年度 ― 継続 補助 事業補助

市内で子どもの居場所づくり活動等に取り組む団体

 5年度実績  6年度実績  7年度予算  8年度予算

対象指標１ 補助を行った団体数 団体 0 0 10 10

対象指標２

・「江別市子どもの居場所づくり支援事業補助金交付要綱」に基づき、子ども食堂等を運営する団体に対し、運営費の
一部（2/3）を補助する。【上限：150千円】
・居場所づくりの推進に取り組むため、コーディネーターを配置する。

 7年度 5年度実績  6年度実績  8年度予算

活動指標１ 子ども食堂等への補助金額 千円 0 0 1,000 1,500

活動指標２ 居場所づくりに関する相談受付回数（R8～） 回 0 0 0 24

・子ども食堂等を運営する団体に対し、活動に係る経費の一部を補助することにより安定した運営を行うことができる
。
・困難を抱える家庭の孤立を防ぎ、子どもが安心して過ごせ、地域全体で子どもたちを見守る環境の充実を図る。

 7年度 5年度実績  6年度実績  8年度予算

成果指標１ 子ども食堂等の開催回数 回 0 0 120 120

成果指標２ 子ども食堂等の居場所数【R8～】 箇所 0 0 0 10

 5年度実績  6年度実績  7年度予算  8年度予算

0 0 1,000 5,774

0 0 1,581 1,683

0 0 2,581 7,457

・子ども食堂等の運営費の一部に対し補助金を支出す
る。
・支援が必要と思われる子どもや家庭の情報提供を受
けた場合は、こども家庭センターと連携し課題解決に
取り組む。
・子ども食堂の立ち上げ支援や食堂マップの作成等、
居場所づくりを推進するためコーディネーターを配置
する。

・運営費の補助　1,500千円
・コーディネーターの配置　4,274千円

 8年度

 8年度への改善方向性(2月時点)

令和８年度より、子ども食堂等の立ち上げ支援や既存団体の実態把握を行い、子ども
が安心・安全に過ごせる居場所に市内に広げることを目的として、コーディネーター
を配置する。見直し

戦略1-6



事務事業評価表【改革版】

事業名：

政  策

取 組 の
基本方針

戦　略

具体的施策

開始年度

事業費の推移

事業内容（主なもの） 費用内訳（主なもの）

事 業 費 (A) 千円

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

終了年度 補助金

正職員人件費 (B)

総 事 業 費 (A+B)

千円

千円

区分1 区分2

指標名 単位

手段（事務事業の内容、やり方）

指標名 単位

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

指標名 単位

単位

改善方向性選択理由（維持以外は記載）

実績見込み

実績見込み

令和 8年度 【     864】

小中学校学習サポート事業 学校教育課　学校教育係

６ 子育て・教育 １ 子どもが主役のまちをつくる

（２）子どもの教育の充実 （４）教育内容の充実

平成21年度 ― 継続 補助

市内公立小中学校の児童生徒

 5年度実績  6年度実績  7年度予算  8年度予算

対象指標１ 市内公立小中学校の児童生徒数 人 8,719 8,758 8,794 8,728

対象指標２

放課後の学習支援や、複数の教員が役割を分担し協力し合いながら指導する「ティーム・ティーチング」などの学校支
援を行う学習サポート教員（教員資格者）と、書写やミシンなど、教科指導以外での学校支援を行う学校支援地域ボラ
ンティアを募集し、市内小中学校（全２５校）に派遣する。

 7年度 5年度実績  6年度実績  8年度予算

活動指標１ 学習サポート教員の登録人数 人 36 34 33 37

活動指標２ 学校支援地域ボランティアの登録人数 人 43 48 55 55

学校における、多様な学習機会を提供する。

 7年度 5年度実績  6年度実績  8年度予算

成果指標１ 学習サポート教員の年間派遣回数 回 3,470 3,477 3,800 3,855

成果指標２ 学校支援地域ボランティアの年間派遣回数 回 563 651 948 792

 5年度実績  6年度実績  7年度予算  8年度予算

9,363 13,115 14,299 11,325

3,717 3,848 3,952 4,208

13,080 16,963 18,251 15,533

・市内小中学校の全校に学習サポート教員及び学校支
援地域ボランティアを派遣する。

・学習サポート教員派遣経費　10,409千円
・地域ボランティア派遣経費　   555千円
・学生ボランティア派遣経費　   361千円

 8年度

 8年度への改善方向性(2月時点)

維持

戦略1-7



事務事業評価表【改革版】

事業名：

政  策

取 組 の
基本方針

戦　略

具体的施策

開始年度

事業費の推移

事業内容（主なもの） 費用内訳（主なもの）

事 業 費 (A) 千円

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

終了年度 補助金

正職員人件費 (B)

総 事 業 費 (A+B)

千円

千円

区分1 区分2

指標名 単位

手段（事務事業の内容、やり方）

指標名 単位

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

指標名 単位

単位

改善方向性選択理由（維持以外は記載）

実績見込み

実績見込み

令和 8年度 【    6209】

小中学校外国語教育支援事業 学校教育課　学校教育係

６ 子育て・教育 １ 子どもが主役のまちをつくる

（２）子どもの教育の充実 （４）教育内容の充実

平成28年度 ― 継続 単独

市内公立小・中学校の児童生徒

 5年度実績  6年度実績  7年度予算  8年度予算

対象指標１ 市内公立小中学校の児童生徒数 人 8,719 8,758 8,794 8,728

対象指標２

市内公立小中学校に、外国語の授業を支援する外国語指導助手（１０名）を派遣する。

 7年度 5年度実績  6年度実績  8年度予算

活動指標１ 外国語指導助手が入った授業の年間時数 時数 6,703 7,118 6,717 6,821

活動指標２

諸外国の生活や文化等について理解を深め、児童生徒のコミュニケーションに関する関心を高める。

 7年度 5年度実績  6年度実績  8年度予算

成果指標１ 外国語指導助手との外国語の授業を楽しいと考える児童生徒の割合 ％ 89 91 92 92

成果指標２

 5年度実績  6年度実績  7年度予算  8年度予算

34,829 37,853 41,545 41,806

5,203 3,848 3,952 4,208

40,032 41,701 45,497 46,014

・外国語の授業において、複数の教員が役割を分担し
あいながら指導する「ティーム・ティーチング」など
の学習支援を行う。
・長期休業中（夏季及び冬季）における外国語活動の
実施。

外国語指導助手報酬　39,948千円

 8年度

 8年度への改善方向性(2月時点)

維持

戦略1-8



事務事業評価表【改革版】

事業名：

政  策

取 組 の
基本方針

戦　略

具体的施策

開始年度

事業費の推移

事業内容（主なもの） 費用内訳（主なもの）

事 業 費 (A) 千円

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

終了年度 補助金

正職員人件費 (B)

総 事 業 費 (A+B)

千円

千円

区分1 区分2

指標名 単位

手段（事務事業の内容、やり方）

指標名 単位

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

指標名 単位

単位

改善方向性選択理由（維持以外は記載）

実績見込み

実績見込み

令和 8年度 【    6984】

小中一貫教育推進事業 学校教育課　学校教育係

６ 子育て・教育 １ 子どもが主役のまちをつくる

（２）子どもの教育の充実 （４）教育内容の充実

令和 4年度 ― 継続 単独

市内公立小中学校の児童生徒

 5年度実績  6年度実績  7年度予算  8年度予算

対象指標１ 市内公立小中学校児童生徒数 人 8,719 8,758 8,794 8,728

対象指標２

小中学校、家庭、地域で目指す子ども像を共有するとともに、９年間を通じた教育課程を編成し、系統的な教育を行う
ための小中一貫教育推進体制を整備する。

 7年度 5年度実績  6年度実績  8年度予算

活動指標１ 小中一貫教育導入学校数 校 25 25 25 25

活動指標２ 小学６年生の中学校登校日数 日 46 49 51 51

小中学校・家庭・地域が中学校卒業時の望ましい姿を共有しながら、義務教育の９年間で系統性と発達段階に応じた連
続性のある指導に取り組む一貫教育を推進することで、目指す子ども像を実現する。

 7年度 5年度実績  6年度実績  8年度予算

成果指標１ 「自分にはよいところがある」と回答した生徒の割合 ％ 81 84.2 81.8 84.2

成果指標２ 「将来の夢や目標を持っている」と回答した生徒の割合 ％ 64.9 67.5 65.1 67.5

 5年度実績  6年度実績  7年度予算  8年度予算

1,082 2,176 2,974 2,508

3,717 5,387 4,742 5,050

4,799 7,563 7,716 7,558

「江別市小中一貫教育基本方針」に基づき、市教委と
各中学校区が行う様々な取組を通じて、学習習慣や生
活規律の定着、進学時の環境変化に伴い生じる中１ギ
ャップの緩和、異学年交流の促進、教職員の意識改革
などにより、目指す子ども像を実現する。

・小学校６年生が中学校登校を行う際に利用するバス
代等　1,619千円
・研修、会議の運営等に要する経費　526千円
・小中一貫教育全国サミット等の先進事例等視察旅費
　363千円

 8年度

 8年度への改善方向性(2月時点)

維持

戦略1-9



事務事業評価表【改革版】

事業名：

政  策

取 組 の
基本方針

戦　略

具体的施策

開始年度

事業費の推移

事業内容（主なもの） 費用内訳（主なもの）

事 業 費 (A) 千円

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

終了年度 補助金

正職員人件費 (B)

総 事 業 費 (A+B)

千円

千円

区分1 区分2

指標名 単位

手段（事務事業の内容、やり方）

指標名 単位

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

指標名 単位

単位

改善方向性選択理由（維持以外は記載）

実績見込み

実績見込み

令和 8年度 【     470】

不登校児童生徒支援事業 教育支援課　主査（教育支援）

６ 子育て・教育 １ 子どもが主役のまちをつくる

（２）子どもの教育の充実 （５）教育相談・支援の充実

平成16年度 ― 継続 単独

・児童生徒、保護者及び教育関係者

 5年度実績  6年度実績  7年度予算  8年度予算

対象指標１ 小中学校児童生徒数 人 8,719 8,758 8,794 8,728

対象指標２ 不登校児童生徒数 人 315 305 310 310

・不登校児童生徒を対象に、教育支援センター「ねくすと」を運営する。
・校内登校支援室に登校サポーターを派遣する。
・スクールカウンセラーによる教育相談を実施する。
・専任指導員等が、不登校などの相談に対応する。

 7年度 5年度実績  6年度実績  8年度予算

活動指標１ 登校サポーター派遣回数 回 694 1,566 1,830 2,800

活動指標２ 教育支援センター在籍児童生徒数 人 58 64 65 65

・不登校の児童生徒が、学校外の機関等の相談・支援につながる。
・学校に行くことはできるが教室に入りづらい児童生徒が、学校で安心して過ごせるようになる。
※ 令和８年度から、成果指標１の算定方法を見直すとともに、成果指標２を新規で設定した。

 7年度 5年度実績  6年度実績  8年度予算

成果指標１ 学校外の機関等とつながりのある不登校児童生徒の割合 ％ 50 50 50 60

成果指標２ 校内登校支援室の延べ利用人数（R8～） 人 0 0 0 6,000

 5年度実績  6年度実績  7年度予算  8年度予算

12,245 17,447 24,482 27,442

3,717 8,080 8,299 8,837

15,962 25,527 32,781 36,279

・教育支援センター「ねくすと」の運営
・校内登校支援室へ登校サポーターの派遣
・スクールカウンセラーによる教育相談の実施
・不登校などの相談への対応

・専任指導員報酬及び手当：12,922千円
・教育支援センター建物等賃借料：2,725千円
・登校サポーター謝礼：8,392千円
・教育相談員報酬：207千円 8年度

 8年度への改善方向性(2月時点)

維持

戦略1-10



事務事業評価表【改革版】

事業名：

政  策

取 組 の
基本方針

戦　略

具体的施策

開始年度

事業費の推移

事業内容（主なもの） 費用内訳（主なもの）

事 業 費 (A) 千円

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

終了年度 補助金

正職員人件費 (B)

総 事 業 費 (A+B)

千円

千円

区分1 区分2

指標名 単位

手段（事務事業の内容、やり方）

指標名 単位

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

指標名 単位

単位

改善方向性選択理由（維持以外は記載）

実績見込み

実績見込み

令和 8年度 【    1004】

スクールソーシャルワーカー事業 教育支援課　主査（教育支援）

６ 子育て・教育 １ 子どもが主役のまちをつくる

（２）子どもの教育の充実 （５）教育相談・支援の充実

平成23年度 ― 継続 補助

・児童生徒、保護者及び教育関係者

 5年度実績  6年度実績  7年度予算  8年度予算

対象指標１ 小中学校児童生徒数 人 8,719 8,758 8,794 8,728

対象指標２

・課題を抱える児童生徒や保護者に対する医療受診や福祉サービス利用等の働きかけ
・学校や関係機関（医療機関、児童相談所、福祉サービス事業所等）との連携や調整
・保護者や学校への児童生徒理解等に関する助言や相談支援

 7年度 5年度実績  6年度実績  8年度予算

活動指標１ スクールソーシャルワーカー配置人数 人 3 4 4 4

活動指標２ 延べ相談支援件数 件 1,041 2,347 1,700 1,700

・児童生徒、保護者の抱える課題が解決される。

 7年度 5年度実績  6年度実績  8年度予算

成果指標１ 支援児童生徒数 人 208 207 208 210

成果指標２

 5年度実績  6年度実績  7年度予算  8年度予算

7,210 9,513 12,851 13,487

2,973 3,078 3,162 3,366

10,183 12,591 16,013 16,853

福祉の専門知識を有するスクールソーシャルワーカー
が、課題を抱える児童生徒や保護者に対する支援を行
う。

スクールソーシャルワーカー報酬及び手当：
　　　　　　　　　　　　　　　　13,425千円

 8年度

 8年度への改善方向性(2月時点)

維持

戦略1-11



事務事業評価表【改革版】

事業名：

政  策

取 組 の
基本方針

戦　略

具体的施策

開始年度

事業費の推移

事業内容（主なもの） 費用内訳（主なもの）

事 業 費 (A) 千円

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

終了年度 補助金

正職員人件費 (B)

総 事 業 費 (A+B)

千円

千円

区分1 区分2

指標名 単位

手段（事務事業の内容、やり方）

指標名 単位

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

指標名 単位

単位

改善方向性選択理由（維持以外は記載）

実績見込み

実績見込み

令和 8年度 【    7044】

いじめ防止対策事業 教育支援課　主査（教育支援）

６ 子育て・教育 １ 子どもが主役のまちをつくる

（２）子どもの教育の充実 （５）教育相談・支援の充実

平成16年度 ― 継続 単独

・児童生徒、保護者及び教育関係者

 5年度実績  6年度実績  7年度予算  8年度予算

対象指標１ 小中学校児童生徒数 人 8,719 8,758 8,794 8,728

対象指標２

・いじめの早期発見、早期対応を図るため、小中学生に対するいじめアンケート調査を実施する。
・いじめや不登校等の未然防止、早期発見のためWeb-QUを実施する。
・いじめ根絶をテーマの一つとして、えべつ中学生サミットを開催する。
・情報モラル普及啓発及びいじめを許さない意識醸成のため、講演会の開催等を行う。
・いじめ防止対策審議会を開催する。
・いじめなどの悩みについて、児童生徒が市教委に直接伝える「心のダイレクトメール」を実施する。
・相談窓口を設置し、専任指導員等が相談対応する。

 7年度 5年度実績  6年度実績  8年度予算

活動指標１ いじめアンケート実施回数 回 3 3 3 3

活動指標２ いじめ相談件数 件 31 14 23 25

・いじめが解消される。

 7年度 5年度実績  6年度実績  8年度予算

成果指標１ いじめの解消率 ％ 80 79 80 80

成果指標２

 5年度実績  6年度実績  7年度予算  8年度予算

1,167 2,138 3,231 3,416

4,460 11,543 11,856 12,624

5,627 13,681 15,087 16,040

・いじめアンケート調査の実施
・Web-QUの実施（小学6年生、中学1年生）
・えべつ中学生サミットの開催
・情報モラルの普及啓発
・いじめ防止対策審議会の開催
・心のダイレクトメールの実施
・相談窓口の設置

・Web-QU実施経費：1,800千円
・えべつ中学生サミット開催経費：96千円
・情報モラル普及啓発経費：543千円
・いじめ防止対策審議会等経費：938千円 8年度

 8年度への改善方向性(2月時点)

維持

戦略1-12


